
巻頭

世
界
遺
産

富
士
山
を
守
り
継
ぐ

世
界
遺
産

富
士
山
を
守
り
継
ぐ
動画で
見てみよう
動画で
見てみよう
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平
成
25
年
６
月
22
日
、「
富
士
山
」が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
決
定
さ
れ
ま
し
た
。登
録
か

ら
３
年
目
と
な
る
今
年
６
月
22
日
、富
士
山
の
多
様
な
自
然
と
歴
史
や
文
化
を
感
じ
な
が

ら
、世
界
遺
産
富
士
山
の
価
値
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
「
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
」が
、富
士
河
口
湖
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
初
代
所
長
に
は
、国
が
設
置
し
た
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
・
名
誉
教
授
の
秋
道
智
彌
さ

ん
が
就
任
。富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
懸
け
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

世界遺産富士山を守り継ぐ

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
は
、た
だ
展
示

を
見
て
い
た
だ
く
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、ハ

ブ
機
能
の
役
割
も
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
れ
は
、こ
こ
に
人
が
来
て
出
会

い
、情
報
交
換
を
し
た
り
、お
互
い
が
啓
発
し

合
う
こ
と
か
ら
富
士
山
に
つい
て
考
え
る
よ
う

な
場
、つ
ま
り
ハ
ブ
空
港
の
待
合
室
の
よ
う
な

場
に
し
た
い
と
思
って
い
る
か
ら
で
す
。

　
今
日
も
小
学
生
が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
の
学
び
が
未
来
の
山
梨
を
担
って
い
く

子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成
に
も
役
立
つ
よ
う

に
、子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
視
野
に
入
れ
た
セ

ン
タ
ー
運
営
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、高
齢
者
の
方
に
とって
も
、興
味
深
い

学
び
の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

展
示
内
容
の
充
実
も
図
り
た
い
で
す
。

　
公
式
ガ
イ
ド
ア
プ
リ『
ふ

じ
め
ぐ
り
』で
は
、館
内
の
展

示
や
野
外
の
構
成
資
産
を

巡
る
コ
ー
ス
を
紹
介
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
い
、分
か
り
や
す
い
説

明
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
聞
き

な
が
ら
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
本
語・英
語・中

国
語（
簡
体
字
、繁
体
字
）・韓

国
語・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語・タ

イ
語
の
７
つ
の
言
語
で
対
応
し
て
い
る
の

で
、海
外
か
ら
訪
れ
た
方
に
も
世
界
遺
産

富
士
山
の
新
た
な
魅
力
を
、余
す
こ
と
な
く

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、館
内
の

展
示
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
用
い
る
な
ど
、遊

び
感
覚
で
学
べ
る
要
素
を
多
く
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
富
士
山
が
季
節
ご
と
に
そ
の
表
情
を
変
え

て
い
く
よ
う
に
、セ
ン
タ
ー
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
機
敏
に
発
信
で
き
る
よ
う
な
企
画
を

考
え
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
来
年
３
月
ま

で
の
間
に
、企
画
展・写
真
展
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
展
に

対
応
し
て
常
設
展
示
の一
部
も
変
え
て
い
き

ま
す
。例
え
ば
、「
巡
礼
路
」の
企
画
展
の
際

「
情
報
発
信
と
交
流
の
場
」と
し
て
の

役
割
を
担
う
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

表
情
豊
か
な
富
士
山
の
よ
う
に

常
に
活
動
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー

富
士
山
を
知
る
こ
と
で
見
つ
め
直
す

日
々
の
暮
ら
し

訪
れ
た
方
が
誰
で
も
楽
し
く
学
べ
る

先
端
的
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用

京都府出身。総合地球環境学研究所（京都市）名誉教授。
2013年、富士吉田市で開催された国際コモンズ学会北富士
大会で、共同議長を務めた。

富士山世界遺産センター シンボル絵画『冨士北麓参詣曼荼羅』
（画家・山口 晃氏作）の前で

秋道 智彌さん Tomoya Akimichi

世
界
遺
産
富
士
山
を
守
り
継
ぐ

世
界
遺
産
富
士
山
を
守
り
継
ぐ

「
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」オ
ー
プ
ン

に
は
、巡
礼
の
道
に
つ
い
て
の
書
籍
や
地
図
な

ど
を
、富
士
山
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
置
く
な
ど
の

工
夫
も
し
て
い
き
ま
す
。「
常
に
活
動
し
て
い

る
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、訪
れ
た
方
に
最
新
あ
る

い
は
重
要
な
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ

と
で
、一度
だ
け
で
な
く
、二
度
三
度
と
足
を
運

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
然
界
と
私
た
ち
の
生
活
は
、つ
な
が
って
い

ま
す
。富
士
山
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
で
、山

梨
の
産
業
や
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ

い
て
、も
う
一度
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。世
界
遺
産
富
士
山
を
誰

よ
り
も
誇
り
に
思
う
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、ぜ

ひ
、セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

平成28年度の企画展
開館企画展 世界遺産富士山
             ― 祈りの世界の山開き ― 

6月22日～8月22日

富士山レンジャー写真展
9月28日～10月24日

企画展  探訪 富士山巡礼路
平成29年1月1日～2月27日

富士山世界遺産センター 常設展示
　木造 浅間神像 （複製品）
　（原資料：重要文化財 江原浅間神社蔵）
　現存する最古の富士山の神・浅間神の像
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冨
嶽
三
六
〇
と
胎
内
ビ
ジ
ョ
ン

御
中
道
回
廊

世界遺産富士山を守り継ぐ

　
冨
嶽
三
六
〇（
ふ
が
く
さ
ん
ろ
く
ま

る
）は
、実
際
の
富
士
山
の
千
分
の
一
の
大

き
さ
で
作
ら
れ
た
、セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル

オ
ブ
ジェ
。ぐ
る
っ
と
見
て
回
る
と
富
士
山

の
地
形
を
確
認
で
き
、光
と
音
の
印
象
的

な
演
出
に
よ
り
、い
ろ
い
ろ
な
顔
を
持
つ
富

士
山
の
多
様
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、内
側
に
は「
胎
内
ビ
ジ
ョン
」を

設
置
。巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
は「
再
生
」を

テ
ー
マ
に
、富
士
山
の
信
仰
と
芸
術
の
映

像
を
、富
士
山
の
内
部
に
潜
り
込
ん
だ
よ

う
な
感
覚
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
富
士
山
の
中
腹
を
時
計
回
り
に
ひ
と

巡
り
す
る
信
仰
の
道
、「
御
中
道
」を
模

し
た
回
廊
。壁
面
に
は
、富
士
山
誕
生
、噴

火
と
浅
間
神
社
、信
仰
と
芸
術
、観
光
の

広
が
り
と
開
発
と
いっ
た
、富
士
山
の
自

然
と
人
と
の
関
わ
り
の
歴
史
に
つ
い
て

テ
ー
マ
ご
と
に
写
真
と
年
表
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

富
士
講
信
者
の
旅
・
登
拝

　
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃（
今
か
ら

２
０
０
年
ほ
ど
前
）に
富
士
山
に
参
詣

し
た
人
物
の
日
記
を
読
み
解
き
、江
戸

か
ら
富
士
山
ま
で
の
旅
の
様
子
を
ジ
オ

ラ
マ
で
表
現
し
て
い
ま
す
。ジ
オ
ラ
マ
の

裏
面
で
は
、旅
の
様
子
に
関
す
る
映
像

や
情
報
を
画
面
で
詳
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。

よ
う
こ
そ

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
は
、北
館
と
南
館
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。既
存
の
富

士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
北
館
と
な
り
、引
き
続
き
観
光
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。新
た
に
建
設
し
た
南
館
で
は
、富
士
山
の
中
腹
を
巡
る
信
仰
の
道

「
御
中
道
」を
模
し
た
２
階
の
回
廊
を
一
周
し
た
後
、１
階
展
示
フ
ロ
ア
を
巡
る
こ
と

で
、富
士
山
の
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
の
歴
史
や
文
化
、そ
し
て
そ
の
広
が
り
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
、富
士
山
の
麓
の
小
学
生
た
ち

を
秋
道
所
長
が
お
出
迎
え
。鳥
居
の
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
富
士
山
ゲ
ー
ト
を

く
ぐ
っ
て
、富
士
山
の
信
仰
と
芸
術
の
世
界
へ
出
発
で
す
。

季節によって変化する富
士山のイメージを、色鮮や
かに映し出す冨嶽三六○。
学芸員の説明を聞きなが
ら、見学する子どもたちは、
「赤色や青色に変わる富
士山がきれい」と歓声を上
げながら楽しんでいました

信者たちが訪れた「船
津胎内樹型」。信者た
ちは、登拝前にここに
潜り、生まれ変わりを
願った。「昔の人は、富
士山をとても大切に
思っていたんだね」と
子どもたちは、感慨深
そうな様子でした

長い回廊の壁面を埋め尽くした富士山の写真や、自分
たちが住んでいる地域の昔の写真に、興味津々な子ど
もたち

お
ち
ゅ
う
ど
う



　 0405 ふれあい

冨
嶽
三
六
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胎
内
ビ
ジ
ョ
ン

御
中
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回
廊

世界遺産富士山を守り継ぐ
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ふ
が
く
さ
ん
ろ
く
ま

る
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際
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富
士
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千
分
の
一
の
大

き
さ
で
作
ら
れ
た
、セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル

オ
ブ
ジェ
。ぐ
る
っ
と
見
て
回
る
と
富
士
山

の
地
形
を
確
認
で
き
、光
と
音
の
印
象
的

な
演
出
に
よ
り
、い
ろ
い
ろ
な
顔
を
持
つ
富

士
山
の
多
様
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
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側
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胎
内
ビ
ジ
ョン
」を

設
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ス
ク
リ
ー
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」を

テ
ー
マ
に
、富
士
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の
信
仰
と
芸
術
の
映

像
を
、富
士
山
の
内
部
に
潜
り
込
ん
だ
よ

う
な
感
覚
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
富
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山
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中
腹
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時
計
回
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ひ
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巡
り
す
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信
仰
の
道
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御
中
道
」を
模

し
た
回
廊
。壁
面
に
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、富
士
山
誕
生
、噴
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と
浅
間
神
社
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仰
と
芸
術
、観
光
の

広
が
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開
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士
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自

然
と
人
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関
わ
り
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歴
史
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い
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テ
ー
マ
ご
と
に
写
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と
年
表
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

富
士
講
信
者
の
旅
・
登
拝
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０
０
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介
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よ
う
こ
そ

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
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光
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史
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。
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子どもたちも『ふじめぐり』を使っ
て展示を巡回。「富士山百人百
話」では、富士山ゆかりの人物
が、３Dで浮かび上がるコンテン
ツにくぎ付け。「富士山に来てい
た昔の人のことがよく分かった
よ。」と、見入っていました

１階床一面に広がる富士山を中心とした直径２２
mの地図では、２５の構成資産や巡礼路などを紹
介しています。また、床に設置している『ふじめぐ
り』にスマートフォンなどをかざすと、展示案内が自
動的に始まります

世界に広がるふるさとの富士（左）
全国各地には、「富士」の名前が付いた「ご
当地富士」と呼ばれる山々があります。1階
フロアには「ご当地富士」のパネルを、富士
山から見た方角に展示しています。

芸術の源泉・富士山 富士山百画
富士山のさまざまな絵画作品を、三面のマルチスクリーンで紹介しています。

芸術の源泉・富士山　富士山を語る言葉たち
富士山は、数多くの物語や和歌・俳句などに紹介されてきました。
「富士山を語る言葉」を集め、富士山のイメージが時代とともに移
り変わってきたことを紹介しています。

0607 ふれあい

動画で見てみよう！ 富士山世界遺産センター

❶
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に「
L
a
y
a
r
」

の
A
R
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
無
料
）❷
ア
プ
リ

を
起
動
❸
右
の
写
真
に
か
ざ
し
た
後
、画
面
を
タ
ッ

プ
す
る
と
動
画
が
再
生
さ
れ
ま
す
。

Layar（レイヤー）

世界遺産富士山を守り継ぐ

今日から
私も

富士山だ！

動
画
や
音
声
を
駆
使
し
た
展
示

「
富
士
山
セ
ン
ゲ
ン
」を
し
よ
う
！

　富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー・オ
リ
ジ

ナ
ル
･
ガ
イ
ド
ア
プ
リ『
ふ
じ
め
ぐ
り
』

（
無
料
）を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、館
内

の
展
示
や
、構
成
資
産
な
ど
を
巡
る
見

学
コ
ー
ス
を
動
画
や
音
声
で
楽
し
め
ま

す
。ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、テ
レ
ビ
番
組
の

ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
で
活
躍

し
て
い
る
松
岡
修
造
さ
ん
で
す
。

人
々
の
生
活
の
中
に
あ
る
、富
士
の
魅
力

　「
富
士
山
セ
ン
ゲ
ン
」は
、来
館
者
の

皆
さ
ん
が
富
士
山
へ
の
思
い
を
共
に
感

じ
て
、共
に
つ
く
る
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
。

富
士
山
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
展
示
の
感
想

な
ど
を
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
画
面
に
書
く

と
、顔
写
真
と
一
緒
に
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示

さ
れ
ま
す
。富
士
山
セ
ン
ゲ
ン
は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　学
芸
員
の
説
明
を
は
じ
め
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
を
使
っ
て
富
士
山
の
こ
と

を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。富
士
山
に
対

し
、普
段
と
は
違
っ
た
思
い
が
生
ま
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
む

子
ど
も
た
ち
は
、ど
ん
な
富
士
山
セ
ン

ゲ
ン
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　皆
さ
ん
も
来
館
し
た
際
に
は
、「
富
士

山
セ
ン
ゲ
ン
」し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

富士山を未来へ  
富士山の保護・保全（右）
富士山の風景の変化や、山麓に伝わる伝
統行事、また富士山を護り伝える人々の活
動を、ワイヤーでつるしたプレートで紹介し
ています。

シンボルマーク「うかびあがる富士」
グラフィックデザイナー 佐藤 卓氏デザイン

富士山は、形の美しさだけではなく、２５の構成資産により世界遺産に登録されま
した。シンボルマークは、富士山そのものを表現するのではなく、太陽を背景にそ
のシルエットを浮かび上がらせました。そして、シルエットの裾野に当たるところに
25の構成資産を表すポイントを付けた結界をあしらい、奥行きをもった一つの景
色としました。

至本栖湖

至山中湖

至富士山五合目

河口湖駅

富士山駅

中
央
自
動
車
道

富士急行線

河口湖IC

富士吉田IC

船
津
口
登
山
道

吉
田
口
登
山
道

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

東富士五湖有料道路

北口本宮
冨士浅間神社

河口湖
フィールドセンター

環境省自然環境局
生物多様性センター

富士山科学研究所

富士山
世界遺産センター

■観覧料

■休館日

■開館時間
：
：
：
：

：
：
：
：
：

：
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　 0809 ふれあい
山梨県 富士山世界遺産 検索

世界遺産富士山を守り継ぐ

【問い合わせ先】 世界遺産富士山課　TEL 055-223-1316  FAX 055-223-1781　

　
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、女
性
2
名
、男
性

５
名
の
計
７
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。主
な
仕

事
は
、富
士
山
と
富
士
北
麓
地
域
の
巡
回
で

す
。不
法
投
棄
、動
植
物
の
違
法
採
取
、車
両

の
違
法
乗
り
入
れ
な
ど
の
監
視
活
動
の
ほ
か

観
光
客
や
登
山
者
に
対
し
、富
士
山
の
自
然

を
守
る
た
め
の
マ
ナ
ー
啓
発
を
行
って
い
ま
す
。

開
山
期
は
、５
合
目
以
上
の
登
山
道
の
巡
回

や
、安
全
な
登
山
の
た
め
の
レ
ク
チ
ャ
ー
も
行
い

ま
す
。

　
特
別
保
護
地
区
に
お
け
る
ル
ー
ル
が
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。巡
回
し
て
い
る
と
、溶
岩
の
持
ち
出
し
や

植
物
の
採
取
な
ど
の
違
反
行
為
に
遭
遇
し
ま

す
。近
年
、海
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
に
伴

い
、外
国
人
への
注
意
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
自
然
公
園
法
の
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
、自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、動
植
物
や
火
山
な

ど
の
自
然
環
境
保
護
を
担
っ
て
い
く
上
で
必

要
な
専
門
知
識
を
持
って
い
ま
す
。環
境
保
全

の
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
の
学
習
会
、企
業
や
学

校
に
出
向
い
て
の
出
張
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。十
分
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、富
士
山
と
の
触
れ
合
い
が
よ
り
楽
し
い
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
富
士
山
や
富
士
北
麓
地
域
を
訪
れ
る
方
に

自
然
公
園
法
の
ル
ー
ル
が
し
っ
か
り
と
根
付
く

よ
う
に
努
力
し
、登
山
者
が
安
全
で
楽
し
く

富
士
山
に
登
り
、帰
って
も
ら
え
る
よ
う
に
目

を
配
って
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
昨
年
度
、モ
デ
ル

コ
ー
ス
設
定
に
向
け

た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

一
泊
二
日
の
ツ
ア
ー

で
は
、富
士
講
の
宿

坊
で
あ
る「
御
師
の

家
」に
宿
泊
し
、伝

統
的
な
御
師
料
理
を
い
た
だ
き
、江
戸
時
代

か
ら
残
さ
れ
て
い
る
版
木
の
模
様
を
白
い
行
衣

に
刷
り
、そ
の
行
衣
を
着
て
巡
礼
路
を
歩
き

ま
し
た
。以
前
、富
士
講
の
方
に
、ど
の
よ
う
な

思
い
で
富
士
山
に
登
っ
て
い
る
の
か
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、何
か
得
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。生
ま
れ
増

す
と
い
う
思
い
で
登
り
ま
す
」と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
富
士
山
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。富
士
山
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、ガ
イ
ド
の
育
成
に
は
、一
層
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
く
こ
と
で

普
段
見
過
ご
し
て
い
る
事
か
ら
も
新
し
い
発

見
が
生
ま
れ
ま
す
。今
後
も
リ
バ
ー
ス
！ 

富

士
講
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
充
実
さ
せ
、東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
を
目
標

に
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と
し

た
富
士
山
信
仰
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
作
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。世界遺産富士山課　

山崎 康児 主任 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
仕
事

巡
回
を
し
て
い
て

感
じ
る
課
題

環
境
保
全
の
意
識
を

育
む
た
め
の
活
動

こ
れ
か
ら
の
抱
負

富士山レンジャー
広中 ｠歩さん　志熊 之廣さん

■実施期間　７月１日～９月10日
■対象者　5合目から山頂を目指す登山者
■金　額　基本 1,000円
■受け付け
　現地受け付け（5合目・6合目、富士北麓駐車場）
　事前受け付け（インターネット、コンビニ）
　 ※受付時間等は、ホームページ等でご確認ください。

富士山保全協力金にご協力を
　
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
へ
の
認
識
度
が
高
ま
る
一
方
、信
仰
の
対
象
と

し
て
の「
山
」で
あ
る
こ
と
を
、多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　
そ
こ
で
、富
士
講
の
巡
礼
路
を
実
際
に
歩
き
、富
士
山
信
仰
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
考
え
、昨
年
度
、「
リ
バ
ー
ス
！ 

富
士
講
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、世
界
遺
産
富
士
山
課
の
山
崎
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

富
士
講
の
思
い
を
感
じ
る

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
を

目
標
に
モ
デ
ル
コ
ー
ス
設
定

北口本宮冨士浅間神社の参道を
行衣を着て歩いてみる

（下中・下右）
御師の家の中を
案内してもらい
版木刷り体験

（下左）
北口本宮冨士浅間
神社でガイドから
説明を受ける

富
士
山
が
世
界
の
宝
で

あ
り
続
け
る
た
め
に

富
士
講
文
化
を
生
か
し
た

「
旅
」の
提
案

REBIRTH！
富士講プロジェクト

　
富
士
山
の
環
境
保
全
と
自
然
保
護
に
取
り
組
ん
で

い
る
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
方
に
、活
動
や
抱
負
に
つ

い
て
、伺
い
ま
し
た
。

（右上）環境学習会

（下左）軽装登山者へ
　　   の注意

（下右）マナー周知

　昨年度は、「富士みちと内八海巡
りツアー ～自分のなかに、何かが生
まれ増す旅～」、「道者道を歩く日帰
りツアー ～胎内をくぐり、生まれ変わ
る旅～」の2つのモニターツアーを実
施しました。

協力者証　富士山の間伐材を使った木札

お   

し
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四
方
を
山
で
囲
ま
れ
た
山
梨
は
、世
界
遺
産
富
士
山
を
は
じ
め
、ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
、八
ヶ
岳
や
奥
秩
父
な
ど
を
擁
す
る

日
本
を
代
表
す
る
山
岳
県
で
す
。こ
れ
ら
の
山
や
森
林
を
見
つ
め
直
し
、そ
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
契
機
と
す
る
た
め
、本
県
で
は
、平
成
９
年
に『
や
ま
な
し

「
山
の
日
」』を
定
め
、全
国
に
先
駆
け
て「
山
の
日
」が
国
民
の
祝
日
と
な
る
よ

う
、働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　「
山
の
日
」が
初
め
て
国
民
の
祝
日
と
な
る
今
年
、山
の
恩
恵
に
感
謝
し
、山

梨
の「
山
」を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

国井氏が山梨の山の魅力を語ってくれる

やまなしの山を楽しむ

や
ま
な
し
の
山
を
楽
し
む

や
ま
な
し
の
山
を
楽
し
むや

ま
な
し
で
過
ご
す

「
山
の
日
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

8.11

　私
が
山
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

カ
ナ
ダ
旅
行
が
き
っ
か
け
で
し
た
。カ
ナ
デ
ィ

ア
ン・ロ
ッ
キ
ー
を
見
た
時
は
そ
の
迫
力
に
驚

き
、と
に
か
く
す
ご
い
！
と
感
動
し
ま
し
た
。

帰
国
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、カ
ナ
デ
ィ
ア

ン・ロ
ッ
キ
ー
を
歩
い
た
経
験
が
一
番
心
に
残
っ

て
い
た
ん
で
す
。友
人
と
私
と
自
然
だ
け…

そ
ん
な
環
境
の
中
で
自
分
を
開
放
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

 

そ
れ
か
ら
、山
の
近
く
で
暮
ら
し
た
い
気
持

ち
が
高
ま
り
、７
年
前
に
東
京
か
ら
北
杜
市

に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　山
梨
の
山
の
魅
力
は
、ど
の
山
に
登
っ
て
も

素
晴
ら
し
い
眺
め
が
付
い
て
回
る
と
こ
ろ
。

特
に
、ど
の
山
か
ら
で
も
富
士
山
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
。山
梨
は
、日
本
百
名

山
に
名
を
連
ね
る
有
名
な
山
が
た
く
さ
ん

あ
り
、メ
ジ
ャ
ー
な
山
は
登
山
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
、登
山
を
す
る
に
は
恵
ま
れ
た

環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　県
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、登
山
経
験
が
な

い
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、少
し
で
も
興
味

が
湧
い
た
ら
一
度
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。せ
っ

か
く
山
梨
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
、「
世

界
遺
産
富
士
山
に
登
っ
た
よ
」って
、自
慢
し
て

み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。フ
ァ
ミ
リ
ー
登

山
な
ら
、大
菩
薩
嶺
や
日
向
山
が
お
薦
め
で

す
ね
。

　　私
は
東
京
に
い
た
頃
、ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

と
山
に
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。で
も
今

は
、窓
か
ら
見
え
る
甲
斐
駒
ヶ
岳
を
は
じ
め

大
好
き
な
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、日
々
癒

や
さ
れ
て
い
ま
す
。８
月
11
日
が「
山
の
日
」

に
な
っ
た
の
で
、今
年
の
夏
は
県
外
か
ら
の
登

山
者
も
多
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。私
も

山
梨
の
山
に
つ
い
て
、も
っ
と
深
く
知
り
た
い

の
で
、勉
強
中
で
す
。こ
れ
か
ら
も
山
梨
の
山

の
魅
力
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
た
い
で
す
。

心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
山
の
魅
力

自
分
を
開
放
で
き
る

山
の
魅
力
に
引
か
れ
移
住

眺
望
が
素
晴
ら
し
い
山
梨
の
山
々

山
は
、癒
や
し
て
く
れ
ま
す

イラストレーター・漫画家  鈴木 みきさん

初心者から楽しめる、秩父多摩
甲斐国立公園を代表する山の
一つ。尾根からは、富士山をはじ
め南アルプスなどが一望できる

山の楽しみ方がいっぱいの、鈴木みきさんの著作

検索やまなしで過ごす山の日【問い合わせ先】 森林環境総務課　TEL 055-223-1634  FAX 055-223-1636 

 「
山
の
日
」

イ
ベ
ン
ト

大菩薩嶺

八ヶ岳は、山梨県と長野県にま
たがる山塊で、登山道や山小
屋が整備されている。伏流水が
豊富で、周囲には温泉もあるの
で、登山ファンに人気

八ヶ岳

北岳山頂

平成２８年から「８月１１日」は、山に親しむ機会を得て、山の
恩恵に感謝する日として、国民の祝日「山の日」になります

　
国
内
外
の
山
に
登
る
傍
ら
執
筆
活
動
を
行
い
、著
書
や
ブ
ロ
グ
で
山
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
漫
画
家
の
鈴
木
み
き
さ
ん
。初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
を
対
象
と
し

た
登
山
ツ
ア
ー
も
企
画
す
る
な
ど
、多
く
の
方
に
山
の
楽
し
み
方
を
伝
え
て
い
ま
す
。７
年
前
に

東
京
か
ら
北
杜
市
に
移
住
し
た
鈴
木
さ
ん
に
、山
梨
の
山
の
魅
力
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

演
　
題
　「
山
梨
が
誇
る
山
の
魅
力 
再
発
見
！
」

出
演
者
　
国
井
雅
比
古
氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
　
　
　
木
村
東
吉
氏（
ア
ウ
ト
ド
ア・エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

　
　
　
　
花
谷
泰
広
氏（
登
山
家・山
岳
ガ
イ
ド
）

日
　
時
　
８
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

場
　
所
　
山
梨
学
院
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル（
甲
府
市
）

定
　
員
　
5
0
0
名

申
込
期
間
　
7
月
1
日（
金
）〜
8
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

や
ま
な
し
で
過
ご
す

「
山
の
日
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
　
山
や
森
林
と
人
と
の
関
わ
り
や

　
　
　
　
交
流
の
様
子
な
ど

応
募
期
間
　
〜
9
月
9
日（
金
）

応
募
対
象
　
県
内
の
小・中
学
生

■■■■■■■■■



　 1011 ふれあい

　
四
方
を
山
で
囲
ま
れ
た
山
梨
は
、世
界
遺
産
富
士
山
を
は
じ
め
、ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
、八
ヶ
岳
や
奥
秩
父
な
ど
を
擁
す
る

日
本
を
代
表
す
る
山
岳
県
で
す
。こ
れ
ら
の
山
や
森
林
を
見
つ
め
直
し
、そ
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
契
機
と
す
る
た
め
、本
県
で
は
、平
成
９
年
に『
や
ま
な
し

「
山
の
日
」』を
定
め
、全
国
に
先
駆
け
て「
山
の
日
」が
国
民
の
祝
日
と
な
る
よ

う
、働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　「
山
の
日
」が
初
め
て
国
民
の
祝
日
と
な
る
今
年
、山
の
恩
恵
に
感
謝
し
、山

梨
の「
山
」を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

国井氏が山梨の山の魅力を語ってくれる

やまなしの山を楽しむ

や
ま
な
し
の
山
を
楽
し
む

や
ま
な
し
の
山
を
楽
し
むや

ま
な
し
で
過
ご
す

「
山
の
日
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

8.11

　私
が
山
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

カ
ナ
ダ
旅
行
が
き
っ
か
け
で
し
た
。カ
ナ
デ
ィ

ア
ン・ロ
ッ
キ
ー
を
見
た
時
は
そ
の
迫
力
に
驚

き
、と
に
か
く
す
ご
い
！
と
感
動
し
ま
し
た
。

帰
国
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、カ
ナ
デ
ィ
ア

ン・ロ
ッ
キ
ー
を
歩
い
た
経
験
が
一
番
心
に
残
っ

て
い
た
ん
で
す
。友
人
と
私
と
自
然
だ
け…

そ
ん
な
環
境
の
中
で
自
分
を
開
放
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

 

そ
れ
か
ら
、山
の
近
く
で
暮
ら
し
た
い
気
持

ち
が
高
ま
り
、７
年
前
に
東
京
か
ら
北
杜
市

に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　山
梨
の
山
の
魅
力
は
、ど
の
山
に
登
っ
て
も

素
晴
ら
し
い
眺
め
が
付
い
て
回
る
と
こ
ろ
。

特
に
、ど
の
山
か
ら
で
も
富
士
山
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
。山
梨
は
、日
本
百
名

山
に
名
を
連
ね
る
有
名
な
山
が
た
く
さ
ん

あ
り
、メ
ジ
ャ
ー
な
山
は
登
山
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
、登
山
を
す
る
に
は
恵
ま
れ
た

環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　県
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、登
山
経
験
が
な

い
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、少
し
で
も
興
味

が
湧
い
た
ら
一
度
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。せ
っ

か
く
山
梨
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
、「
世

界
遺
産
富
士
山
に
登
っ
た
よ
」って
、自
慢
し
て

み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。フ
ァ
ミ
リ
ー
登

山
な
ら
、大
菩
薩
嶺
や
日
向
山
が
お
薦
め
で

す
ね
。

　　私
は
東
京
に
い
た
頃
、ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

と
山
に
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。で
も
今

は
、窓
か
ら
見
え
る
甲
斐
駒
ヶ
岳
を
は
じ
め

大
好
き
な
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、日
々
癒

や
さ
れ
て
い
ま
す
。８
月
11
日
が「
山
の
日
」

に
な
っ
た
の
で
、今
年
の
夏
は
県
外
か
ら
の
登

山
者
も
多
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。私
も

山
梨
の
山
に
つ
い
て
、も
っ
と
深
く
知
り
た
い

の
で
、勉
強
中
で
す
。こ
れ
か
ら
も
山
梨
の
山

の
魅
力
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
た
い
で
す
。

心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
山
の
魅
力

自
分
を
開
放
で
き
る

山
の
魅
力
に
引
か
れ
移
住

眺
望
が
素
晴
ら
し
い
山
梨
の
山
々

山
は
、癒
や
し
て
く
れ
ま
す

イラストレーター・漫画家  鈴木 みきさん

初心者から楽しめる、秩父多摩
甲斐国立公園を代表する山の
一つ。尾根からは、富士山をはじ
め南アルプスなどが一望できる

山の楽しみ方がいっぱいの、鈴木みきさんの著作

検索やまなしで過ごす山の日【問い合わせ先】 森林環境総務課　TEL 055-223-1634  FAX 055-223-1636 

 「
山
の
日
」

イ
ベ
ン
ト

大菩薩嶺

八ヶ岳は、山梨県と長野県にま
たがる山塊で、登山道や山小
屋が整備されている。伏流水が
豊富で、周囲には温泉もあるの
で、登山ファンに人気

八ヶ岳

北岳山頂

平成２８年から「８月１１日」は、山に親しむ機会を得て、山の
恩恵に感謝する日として、国民の祝日「山の日」になります

　
国
内
外
の
山
に
登
る
傍
ら
執
筆
活
動
を
行
い
、著
書
や
ブ
ロ
グ
で
山
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
漫
画
家
の
鈴
木
み
き
さ
ん
。初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
を
対
象
と
し

た
登
山
ツ
ア
ー
も
企
画
す
る
な
ど
、多
く
の
方
に
山
の
楽
し
み
方
を
伝
え
て
い
ま
す
。７
年
前
に

東
京
か
ら
北
杜
市
に
移
住
し
た
鈴
木
さ
ん
に
、山
梨
の
山
の
魅
力
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

演
　
題
　「
山
梨
が
誇
る
山
の
魅
力 

再
発
見
！
」

出
演
者
　
国
井
雅
比
古
氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
　
　
　
木
村
東
吉
氏（
ア
ウ
ト
ド
ア・エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

　
　
　
　
花
谷
泰
広
氏（
登
山
家・山
岳
ガ
イ
ド
）

日
　
時
　
８
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

場
　
所
　
山
梨
学
院
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル（
甲
府
市
）

定
　
員
　
5
0
0
名

申
込
期
間
　
7
月
1
日（
金
）〜
8
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

や
ま
な
し
で
過
ご
す

「
山
の
日
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
　
山
や
森
林
と
人
と
の
関
わ
り
や

　
　
　
　
交
流
の
様
子
な
ど

応
募
期
間
　
〜
9
月
9
日（
金
）

応
募
対
象
　
県
内
の
小・中
学
生

■■■■■■■■■
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登
山
を
楽
し
む
方
が
増
え
る
一
方
、体
力
の
低
下

を
意
識
し
な
い
中
高
年
者
や
、山
の
怖
さ
を
知
ら
な

い
初
心
者
が
、自
分
の
体
力
や
技
術
に
合
わ
な
い
山

に
登
る
こ
と
で
、遭
難
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、山
梨
百
名
山
の
一
般
的
な
登
山

ル
ー
ト
・
1
2
3
ル
ー
ト
を
体
力
度
と
技
術
的
難

易
度
で
評
価
し
た「
山
梨 

山
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

を
作
成
し
、県
H
P
に
掲
載
し
ま
し
た
。自
分
の
レ

ベ
ル
に
合
っ
た
山
選
び
に
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

入
念
な
事
前
準
備
が
、楽
し
い
登
山
に
つ
な
が
る

検索山梨県警　山岳

検索山梨百名山手帳
検索コンパス

【問い合わせ先】
 山梨百名山手帳については　やまなし観光推進機構　TEL 055-231-2722　FAX 055-221-3040　

【問い合わせ先】 山岳情報紙については　山梨県警察本部地域課　TEL 055-221-0110　FAX 055-224-1180 検索山のグレーディング山のグレーディングについては　観光資源課　　 　     TEL 055-223-1576　FAX 055-223-1558　

金峰山（大弛峠）
日向山（矢立石駐車場）
大菩薩嶺（ロッジ長兵衛）
〈大菩薩峠・唐松尾根〉
杓子山（鳥居地峠）
三ッ峠山（金ヶ窪沢登山口）
足和田山（一本木バス停・
紅葉台バス停）
蛾ヶ岳（四尾連湖駐車場）
竜ヶ岳（本栖湖キャンプ場）

国師ヶ岳（大弛峠）
羅漢寺山（山頂駅「パノラマ台」）
小楢山（焼山峠）
甘利山（甘利山広河原駐車場）
岩殿山（ＪＲ大月駅）
石割山（石割神社駐車場）

身延山（ロープウェイ駐車場）

富士山（スバルライン五合目）
北岳（広河原）〈草すべり〉

甲武信ヶ岳（西沢渓谷入口）
〈徳ちゃん新道〉
雲取山（後山林道片倉谷ゲート）
〈三条の湯〉

編笠山（観音平）
〈青年小屋〉

茅ヶ岳（深田公園駐車場）

間ノ岳（広河原）〈草すべり〉

〔凡例〕
（　　　）登山口
〈　　　〉山名と登山口だけでは経路が
　　　　特定できない場合の経由地

鳳凰山（青木鉱泉）
〈地蔵岳・中道〉

権現岳（天女山入口）
金峰山（瑞牆山荘）

甲斐駒ヶ岳（北沢峠）
〈仙水峠・双児山〉※
仙丈ヶ岳（北沢峠）
〈小仙丈ヶ岳〉※
※交通機関の関係で日帰りが困難な場合が
　あります。1泊推奨。

瑞牆山（瑞牆山荘）

◆登山の装備が必要 ◆登山経験が必要
◆地図読み能力があることが
　望ましい

◆地図読み能力、ハシゴ、くさ
　り場などを通過できる身体
　能力が必要

山梨 山のグレーディング（抜粋）
１
〜
２

泊
以
上

１
泊
以
上

日
帰
り
が
可
能

6

5

4

3

2

1

山
岳
情
報
紙
や

コ
ン
パ
ス
の
活
用
を

登
山
届
は
必
ず
提
出
を

水
分・塩
分
補
給
が
重
要

無
事
、下
山
し
て
く
る
た
め
に

　
登
り
た
い
山
と
登
れ
る
山
は
違
い
ま
す
。

ま
ず
、登
山
計
画
を
立
て
る
段
階
で
、自
分
に

合
っ
た
山
を
見
極
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、ト

レ
ー
ニン
グ
に
よ
る
体
力
づ
く
り
、登
山
用
具
の

準
備
、山
の
情
報
を
得
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
県
警
で
は
春・夏・冬
の
季
節
ご
と
に
、登
山

の
注
意
事
項
や
装
備
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
、県
内

山
岳
概
略
図
な
ど
と
いっ
た
、さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
網
羅
し
た『
山
岳
情
報
紙
』を
発
行
、

県
警
H
P
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
の『
コ
ン
パ

ス（
登
山
届
出
シ
ス
テ
ム
）』も
有
効
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。事
前
に
地
図
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
や
危
険
箇
所
の
チ
ェッ
ク
、登
山
届
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
遭
難
し
た
場
合
の
迅
速
な
救
助
に
役
立
つ

の
が「
登
山
届
」で
す
。作
成
す
る
こ
と
で
、事

前
に
ル
ー
ト
の
確
認
を
す
る
な
ど
、自
分
に
知

識
を
与
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
山
で
は
、熱
中
症
へ
の
注
意
が
必
要
で

す
。ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
薄
め
た
飲
み
物
な

ど
で
、こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
て
く
だ
さ

い
。塩
分
を
含
ん
だ
ア
メ
は
手
軽
な
塩
分
補

給
に
役
立
ち
ま
す
。

山岳救助隊小隊長  望月 貞 警部補 

コンパス（登山届出システム）

県警発行「山岳情報紙」

インターネットで登山届を提出できる他、登山届・
下山通知を家族や友人、警察等と共有できるシス
テムです。

やまなしの山を楽しむ

北岳大樺沢雪渓

自
分
の
体
力
と
技
術
に
合
っ
た
山
選
び

技術的難易度 右に行くほど難易度が増す

数
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
体
力
が
必
要

体
力
度

　「
滑
落
」「
転
倒
」「
道
迷
い
」と
いっ
た
遭

難
事
故
や
、下
山
中
の
事
故
が
特
に
多
い
で

す
。40
歳
以
上
の
中
高
年
の
方
が
多
く
、昨

年
の
遭
難
者
１
２
４
人
の
う
ち
、１
０
４
人

が
中
高
年
登
山
者
で
し
た
。単
独
で
登
山

す
る
の
も
、危
険
で
す
か
ら
控
え
て
く
だ
さ

い
。万
が
一
遭
難
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、そ

の
場
か
ら
動
か
ず
救
助
要
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。む
や
み
に
動
く
と
登
山
ル
ー
ト
か
ら
外
れ

て
、携
帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な
い
場
所
に

入
って
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
表
情
豊
か
な
山
梨
の
山
は
、素
晴
ら
し

い
で
す
。入
念
な
事
前
準
備
に
よ
り
、安

全
で
楽
し
い
思
い
出
を
持
ち
帰
る
登
山
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
山
梨
に
は
全
国
屈
指
の
高
山
か
ら
低
山
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
山
が
あ
り
、県
外
か
ら
も
多

く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
残
念
な
が
ら
、山
岳
遭
難
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
山
梨
県
警
察
本
部
直
轄
山
岳
救
助
隊
小
隊
長
の
望
月
貞
さ
ん
に
、登
山
を
安
全
に

楽
し
む
た
め
の
心
構
え
を
伺
い
ま
し
た
。

山梨百名山手帳
山梨百名山の魅力を紹介する手帳です。抜粋版の
「山梨 山のグレーディング」も掲載しています。やまな
し観光推進機構（県庁別館2階）で配布している他、
県HPにPDF版を掲載しています

間ノ岳

三ッ峠山から見た富士山

甘利山から見た富士山「山と自然ネットワーク コンパス」
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登
山
を
楽
し
む
方
が
増
え
る
一
方
、体
力
の
低
下

を
意
識
し
な
い
中
高
年
者
や
、山
の
怖
さ
を
知
ら
な

い
初
心
者
が
、自
分
の
体
力
や
技
術
に
合
わ
な
い
山

に
登
る
こ
と
で
、遭
難
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、山
梨
百
名
山
の
一
般
的
な
登
山

ル
ー
ト
・
1
2
3
ル
ー
ト
を
体
力
度
と
技
術
的
難

易
度
で
評
価
し
た「
山
梨 

山
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

を
作
成
し
、県
H
P
に
掲
載
し
ま
し
た
。自
分
の
レ

ベ
ル
に
合
っ
た
山
選
び
に
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

入
念
な
事
前
準
備
が
、楽
し
い
登
山
に
つ
な
が
る

検索山梨県警　山岳

検索山梨百名山手帳
検索コンパス

【問い合わせ先】
 山梨百名山手帳については　やまなし観光推進機構　TEL 055-231-2722　FAX 055-221-3040　

【問い合わせ先】 山岳情報紙については　山梨県警察本部地域課　TEL 055-221-0110　FAX 055-224-1180 検索山のグレーディング山のグレーディングについては　観光資源課　　 　     TEL 055-223-1576　FAX 055-223-1558　

金峰山（大弛峠）
日向山（矢立石駐車場）
大菩薩嶺（ロッジ長兵衛）
〈大菩薩峠・唐松尾根〉
杓子山（鳥居地峠）
三ッ峠山（金ヶ窪沢登山口）
足和田山（一本木バス停・
紅葉台バス停）
蛾ヶ岳（四尾連湖駐車場）
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国師ヶ岳（大弛峠）
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ン
パ
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山
届
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必
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出
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分・塩
分
補
給
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重
要

無
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く
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に

　
登
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た
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て
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た
、ト

レ
ー
ニン
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く
り
、登
山
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の

準
備
、山
の
情
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を
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る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
県
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は
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季
節
ご
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に
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注
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装
備
チ
ェッ
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リ
ス
ト
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内

山
岳
概
略
図
な
ど
と
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た
、さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
網
羅
し
た『
山
岳
情
報
紙
』を
発
行
、

県
警
H
P
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
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本
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テ
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前
に
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図
の
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ー

ド
や
危
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箇
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の
チ
ェッ
ク
、登
山
届
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
遭
難
し
た
場
合
の
迅
速
な
救
助
に
役
立
つ

の
が「
登
山
届
」で
す
。作
成
す
る
こ
と
で
、事

前
に
ル
ー
ト
の
確
認
を
す
る
な
ど
、自
分
に
知

識
を
与
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
山
で
は
、熱
中
症
へ
の
注
意
が
必
要
で

す
。ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
薄
め
た
飲
み
物
な

ど
で
、こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
て
く
だ
さ

い
。塩
分
を
含
ん
だ
ア
メ
は
手
軽
な
塩
分
補

給
に
役
立
ち
ま
す
。
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遭
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中
の
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故
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特
に
多
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で

す
。40
歳
以
上
の
中
高
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の
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が
多
く
、昨
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の
遭
難
者
１
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の
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０
４
人

が
中
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た
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独
で
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も
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が
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し
ま
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は
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の
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ら
動
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ず
救
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要
請
を
し
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だ
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に
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と
登
山
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て
、携
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の
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に

入
って
し
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う
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れ
が
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ま
す
。

　
表
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な
山
梨
の
山
は
、素
晴
ら
し

い
で
す
。入
念
な
事
前
準
備
に
よ
り
、安

全
で
楽
し
い
思
い
出
を
持
ち
帰
る
登
山
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
山
梨
に
は
全
国
屈
指
の
高
山
か
ら
低
山
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
山
が
あ
り
、県
外
か
ら
も
多

く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
残
念
な
が
ら
、山
岳
遭
難
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
山
梨
県
警
察
本
部
直
轄
山
岳
救
助
隊
小
隊
長
の
望
月
貞
さ
ん
に
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を
安
全
に

楽
し
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め
の
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え
を
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。
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地
域
雇
用
を
重
視
し

山
梨
に
根
付
い
た
企
業
を
目
指
す

山
梨
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

基
盤
に
し
た
事
業
展
開

利便性が高く住みよい山梨へ企業移転

救心製薬株式会社 山梨工場
池上　進 工場長

株式会社 沖センサデバイス
牛田 祐生 社長

大
正
2
年
創
業
。伝
統
生
薬
を
中
心
と
し
た
医
薬
品
の
開
発
・
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
る
。大
正
14
年
に
誕
生
し
た
生
薬
製
剤
『
救
心
』は
、現
在
ま

で
の
長
き
に
わ
た
り
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
る
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
商
品
。平
成
23
年
11
月
に
山
梨
工
場
が
完
成
。山
梨
工
場
で
は

『
救
心
』を
は
じ
め
と
す
る
28
品
目
の
医
薬
品
を
製
造
し
て
い
る
。

沖
電
気
工
業
㈱
の
1
0
0
%
子
会
社
、㈱
沖
セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス
と
し
て

平
成
8
年
に
分
離
独
立
し
現
在
に
至
る
。自
動
車
や
家
電
、産
業
機
器
な

ど
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
、そ
の
応
用

商
品
の
開
発
・
設
計
・
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
に
よ
り
、業
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
東
京
・
杉
並
に
あ
っ
た
工
場
は
３
棟
に
分

か
れ
て
い
た
た
め
、人
的
・
設
備
的
に
も
効

率
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
老

朽
化
も
進
み
耐
震
強
化
す
る
必
要
性
が
生

じ
た
こ
と
も
あ
り
、工
場
移
転
の
検
討
を

始
め
ま
し
た
。移
転
先
を
韮
崎
に
決
め
た

理
由
は
、中
央
自
動
車
道
の
韮
崎
イ
ン
タ
ー

や
J
R
韮
崎
駅
が
あ
り
、東
京
と
の
行
き

来
が
し
や
す
い
こ
と
、中
部
横
断
自
動
車

道
も
間
も
な
く
静
岡
ま
で
つ
な
が
る
な
ど

交
通
面
で
の
利
便
性
の
高
さ
が
大
き
な
要

因
で
す
。ま
た
穂
坂
地
区
は
地
盤
が
強
固

だ
と
い
う
耐
震
面
で
の
安
心
感
も
決
め
手

と
な
り
ま
し
た
。

　
移
転
後
す
で
に
40
人
ほ
ど
を
現
地
で
採

用
し
ま
し
た
。当
社
は
基
本
的
に
は
全
員
正

社
員
と
し
て
雇
用
し
、福
利
厚
生
の
充
実
も

図
り
、安
心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。ま
た
、将
来
の
業
務
拡
大
を
視

野
に
入
れ
、新
た
に
３
千
坪
の
土
地
も
購
入

し
ま
し
た
。

　
当
工
場
は
高
台
に
あ
り
ま
す
の
で
富
士

山
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
山
々
の
眺
望
が

素
晴
ら
し
く
、移
住
し
て
き
た
社
員
の
中
に

は
趣
味
で
登
山
を
始
め
た
者
も
い
る
な
ど

自
然
を
満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

1415

地
元
採
用
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い

本
社
と
工
場
を
一
体
化
し

事
業
を
強
化

安
心
し
て
働
け
る

労
働
環
境
づ
く
り

企
業
立
地
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
山
梨

検索救心検 索沖センサ

【問い合わせ先】 山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略については　地域創生・人口対策課　TEL 055-223-1841  FAX 055-223-1776

　
今
年
４
月
、東
京・立
川
に
あ
っ
た
本
社
を

生
産
工
場
の
あ
る
甲
府
に
移
転
し
ま
し
た
。

本
社
と
工
場
が
離
れ
て
い
る
こ
と
に
効
率
の

悪
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、山
梨
県
産
業

労
働
部
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
移
転
を

決
め
ま
し
た
。山
梨
は
、東
京
か
ら
近
く
便
利

で
す
し
、リ
ニ
ア
開
通
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。本
社
機
能
、設
計
部
門
、生
産
部
門
を
集

約
し
た
こ
と
で
、部
門
間
の
連
携
も
強
ま
り

ま
し
た
。ま
た
、営
業
部
門
の
事
務
所
を
都

心（
新
宿
）に
開
設
し
た
こ
と
で
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
把
握
で
き
る
体
制
が
整
い

ま
し
た
。今
回
の
移
転
に
よ
り
、さ
ら
な
る
事

業
の
強
化
も
図
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は「
山
梨
の
企
業
」と
し
て
早
く

溶
け
込
み
、い
ず
れ
は
地
場
産
業
と
の
共
同
開

発
な
ど
も
実
現
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
へ
の
移
転
に
伴
い
、す
で
に
現
地
で

の
採
用
も
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
山

梨
大
学
を
は
じ
め
、県
内
の
学
校
の
卒
業
生
や

ふ
る
さ
と
山
梨
に
戻
って
働
き
た
い
方
な
ど
を

積
極
的
に
採
用
し
、山
梨
に
根
付
い
た
企
業
と

し
て
発
展
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
か
ら
移
住
し
た
社
員
た
ち
に
と
って
、

や
は
り
世
界
遺
産
富
士
山
が
見
え
る
山
梨
の

自
然
は
、何
物
に
も
代
え
難
い
よ
う
で
す
。
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地
域
雇
用
を
重
視
し

山
梨
に
根
付
い
た
企
業
を
目
指
す

山
梨
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

基
盤
に
し
た
事
業
展
開

利便性が高く住みよい山梨へ企業移転

救心製薬株式会社 山梨工場
池上　進 工場長

株式会社 沖センサデバイス
牛田 祐生 社長

大
正
2
年
創
業
。伝
統
生
薬
を
中
心
と
し
た
医
薬
品
の
開
発
・
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
る
。大
正
14
年
に
誕
生
し
た
生
薬
製
剤
『
救
心
』は
、現
在
ま

で
の
長
き
に
わ
た
り
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
る
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
商
品
。平
成
23
年
11
月
に
山
梨
工
場
が
完
成
。山
梨
工
場
で
は

『
救
心
』を
は
じ
め
と
す
る
28
品
目
の
医
薬
品
を
製
造
し
て
い
る
。

沖
電
気
工
業
㈱
の
1
0
0
%
子
会
社
、㈱
沖
セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス
と
し
て

平
成
8
年
に
分
離
独
立
し
現
在
に
至
る
。自
動
車
や
家
電
、産
業
機
器
な

ど
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
、そ
の
応
用

商
品
の
開
発
・
設
計
・
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
に
よ
り
、業
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
東
京
・
杉
並
に
あ
っ
た
工
場
は
３
棟
に
分

か
れ
て
い
た
た
め
、人
的
・
設
備
的
に
も
効

率
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
老

朽
化
も
進
み
耐
震
強
化
す
る
必
要
性
が
生

じ
た
こ
と
も
あ
り
、工
場
移
転
の
検
討
を

始
め
ま
し
た
。移
転
先
を
韮
崎
に
決
め
た

理
由
は
、中
央
自
動
車
道
の
韮
崎
イ
ン
タ
ー

や
J
R
韮
崎
駅
が
あ
り
、東
京
と
の
行
き

来
が
し
や
す
い
こ
と
、中
部
横
断
自
動
車

道
も
間
も
な
く
静
岡
ま
で
つ
な
が
る
な
ど

交
通
面
で
の
利
便
性
の
高
さ
が
大
き
な
要

因
で
す
。ま
た
穂
坂
地
区
は
地
盤
が
強
固

だ
と
い
う
耐
震
面
で
の
安
心
感
も
決
め
手

と
な
り
ま
し
た
。

　
移
転
後
す
で
に
40
人
ほ
ど
を
現
地
で
採

用
し
ま
し
た
。当
社
は
基
本
的
に
は
全
員
正

社
員
と
し
て
雇
用
し
、福
利
厚
生
の
充
実
も

図
り
、安
心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。ま
た
、将
来
の
業
務
拡
大
を
視

野
に
入
れ
、新
た
に
３
千
坪
の
土
地
も
購
入

し
ま
し
た
。

　
当
工
場
は
高
台
に
あ
り
ま
す
の
で
富
士

山
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
山
々
の
眺
望
が

素
晴
ら
し
く
、移
住
し
て
き
た
社
員
の
中
に

は
趣
味
で
登
山
を
始
め
た
者
も
い
る
な
ど

自
然
を
満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
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入
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思
い
を
大
切
に
ゆ
っ
く
り
登
る

富
士
登
山
の
魅
力
を
伝
え
た
い

富
士
山
の
信
仰
登
山
を
支
え
た

「
ご
う
り
き
」の
魂
を
受
け
継
い
で

独
立
を
決
意
さ
せ
た

あ
る
婦
人
と
の
出
会
い

も
っ
と
人
の
心
に
寄
り
添
う

ガ
イ
ド
を
し
て
い
き
た
い

近
藤 

光
一
さ
ん

富
士
山
登
山
学
校
ご
う
り
き 

代
表

【シュン！】 や
ま
な
し
の

や
ま
な
し
の瞬 vol.9

2016年、地域づくりへの貢献が認められ『ふるさとづくり大賞（総務大臣賞）』を個人
として山梨県内で初めて受賞

一瞬
を
大
切
に
き
ら
め
く 

や
ま
な
し
の
シ
ュ
ン
！

富士山登山学校 検索

　
富
士
山
の
麓
・
富
士
吉
田
市
で
生
ま
れ
た

近
藤
さ
ん
が
ガ
イ
ド
す
る
富
士
登
山
は
、少

人
数
で
、ゆ
っ
く
り
、安
全
に
が
モ
ッ
ト
ー
。そ
し

て「
な
ぜ
登
る
の
か
」と
い
う
、人
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
を
大
切
に
す
る〝
ご
う
り
き
ス
タ
イ
ル
〞。

ご
う
り
き
と
は
、か
つ
て
富
士
山
で
信
仰
登
山

が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、登
山
者
の
荷
物
を
背
負
い

登
拝
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
従
者
の
こ
と
。「『
強

力
』と
書
き
ま
す
が
、私
の
場
合
は『
合
力
』。

合
わ
せ
る
力
と
し
て
背
負
い
た
い
の
は
、人
の

思
い
な
ん
で
す
」。

　
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た

時
、独
立
を
決
意
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
忘

れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
当
時
、大
勢
の
お
客
様
を
厳
し
い
日
程

で
案
内
す
る
こ
と
に
ス
ト
レ
ス
も
感
じ
て
い
ま

し
た
。あ
る
時
、『
昨
年
亡
く
な
っ
た
富
士
山

が
大
好
き
だ
っ
た
主
人
を
、今
年
は
私
が
連

れ
て
来
ま
し
た
』と
、下
山
後
、一
人
の
婦
人

が
懐
か
ら
一
枚
の
写
真
を
取
り
出
し
、見
せ

て
く
れ
た
ん
で
す
。頭
を
殴
ら
れ
た
よ
う
な

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。も
し
、そ
の
思
い
を
先

に
知
っ
て
い
た
ら
、山
頂
で『
よ
か
っ
た
で
す
ね
、

ご
主
人
も
喜
ん
で
ま
す
よ
』と
声
を
掛
け
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
」。

　
信
仰
登
山
の
歴
史
が
息
づ
く
富
士
吉
田

で
、『
合
力
』を
起
業
し
て
13
年
。〝
ご
う
り

き
ス
タ
イ
ル
〞は
結
婚
記
念
、親
子
の
思
い
出

作
り
な
ど「
大
切
に
登
り
た
い
」と
願
う
人

た
ち
に
よ
っ
て
、口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
登
頂
ガ
イ
ド
数
は
、６
０
０

回
以
上
。「
亡
く
な
っ
た
息
子
さ
ん
の
命
日

に
登
っ
て
き
た
お
母
さ
ん
の
目
の
前
で
、古
く

か
ら
御
来
迎
と
呼
ば
れ
る
光
輪（
ブ
ロッ
ケ
ン

現
象
）が
現
れ
る
な
ど
、富
士
山
は
何
度
と

な
く
奇
跡
を
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
」。

　
「
こ
ん
な
に
富
士
山
の
近
く
に
い
る
の
に

眺
め
て
い
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。私
も

初
め
て
登
っ
た
の
は
30
歳
の
時
で
す
が
、富

士
山
は
私
の
人
生
観
を
変
え
て
く
れ
ま
し

た
。自
分
に
と
っ
て
大
切
な
何
か
を
、ゆ
っ
く

り
探
し
な
が
ら
富
士
山
に
登
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。そ
の
体
験
が
、世
界
遺
産
に
な
っ
た

富
士
山
の
本
当
の
価
値
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
」。

御来光を見ると日本人としてのDNAを呼び
起こされ、思わず手を合わせます

富士山をフィールドに仕事をしたいと思う若
者が増えてほしい。そのためにも子どもの頃
から富士山に触れる体験をしてもらいたい
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旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た

時
、独
立
を
決
意
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
忘

れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
当
時
、大
勢
の
お
客
様
を
厳
し
い
日
程

で
案
内
す
る
こ
と
に
ス
ト
レ
ス
も
感
じ
て
い
ま

し
た
。あ
る
時
、『
昨
年
亡
く
な
っ
た
富
士
山

が
大
好
き
だ
っ
た
主
人
を
、今
年
は
私
が
連

れ
て
来
ま
し
た
』と
、下
山
後
、一
人
の
婦
人

が
懐
か
ら
一
枚
の
写
真
を
取
り
出
し
、見
せ

て
く
れ
た
ん
で
す
。頭
を
殴
ら
れ
た
よ
う
な

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。も
し
、そ
の
思
い
を
先

に
知
っ
て
い
た
ら
、山
頂
で『
よ
か
っ
た
で
す
ね
、

ご
主
人
も
喜
ん
で
ま
す
よ
』と
声
を
掛
け
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
」。

　
信
仰
登
山
の
歴
史
が
息
づ
く
富
士
吉
田

で
、『
合
力
』を
起
業
し
て
13
年
。〝
ご
う
り

き
ス
タ
イ
ル
〞は
結
婚
記
念
、親
子
の
思
い
出

作
り
な
ど「
大
切
に
登
り
た
い
」と
願
う
人

た
ち
に
よ
っ
て
、口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
登
頂
ガ
イ
ド
数
は
、６
０
０

回
以
上
。「
亡
く
な
っ
た
息
子
さ
ん
の
命
日

に
登
っ
て
き
た
お
母
さ
ん
の
目
の
前
で
、古
く

か
ら
御
来
迎
と
呼
ば
れ
る
光
輪（
ブ
ロッ
ケ
ン

現
象
）が
現
れ
る
な
ど
、富
士
山
は
何
度
と

な
く
奇
跡
を
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
」。

　
「
こ
ん
な
に
富
士
山
の
近
く
に
い
る
の
に

眺
め
て
い
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。私
も

初
め
て
登
っ
た
の
は
30
歳
の
時
で
す
が
、富

士
山
は
私
の
人
生
観
を
変
え
て
く
れ
ま
し

た
。自
分
に
と
っ
て
大
切
な
何
か
を
、ゆ
っ
く

り
探
し
な
が
ら
富
士
山
に
登
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。そ
の
体
験
が
、世
界
遺
産
に
な
っ
た

富
士
山
の
本
当
の
価
値
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
」。

御来光を見ると日本人としてのDNAを呼び
起こされ、思わず手を合わせます

富士山をフィールドに仕事をしたいと思う若
者が増えてほしい。そのためにも子どもの頃
から富士山に触れる体験をしてもらいたい
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〈
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山
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大
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名
誉
教
授
　齋
藤
康
彦

未
来
を
切
り
拓
い
た
郷
土
の
誇
り

やまなしの
偉人たち

24
ひ 

ら

オ
ー
ト
バ
イ
を
乗
り
回
す

ハ
イ
カ
ラ
な
若
者

後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

「
甲
州
文
庫
」誕
生

戦
火
を
免
れ
た
貴
重
な

郷
土
資
料
群
を
山
梨
県
へ
譲
渡

開館時間 ： 午前9時～午後5時
休 館 日 ： 第2･4火曜日/12月29日～1月3日
入 館 料 ： 無料
TEL 055-231-0988  FAX 055-231-0991

30
余
年
に
わ
た
り
、古
文
書
類
を
は
じ
め

歴
史
・
民
俗
・
美
術
な
ど
甲
州
に
ま
つ
わ
る
資
料
を

幅
広
く
収
集
、整
理
、分
類
し
た
功
刀
亀
内
。

２
万
点
を
超
え
る
資
料
を
自
ら「
甲
州
文
庫
」と
命
名
し

戦
災
で
多
く
の
資
料
を
失
っ
た
郷
里
山
梨
へ
譲
渡
し
た
。

山
梨
県
志
編
纂
会
と
の
出
会
い
か
ら

郷
土
資
料
の
重
要
性
を
知
る

　
功
刀
亀
内
は
、１
８
８
９（
明
治
22
）年
、中

巨
摩
郡
豊
村
上
今
井（
現・南
ア
ル
プ
ス
市
上

今
井
）で
蚕
糸
業
を
営
む
、功
刀
家
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。亀
内
は
、豊
村
高
等
小
学
校

を
卒
業
す
る
と
家
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り

信
州
への
買
い
付
け
に
は
、当
時
、日
本
で
は
ま

だ
珍
し
か
っ
た
オ
ー
ト
バ
イ
を
乗
り
回
す
な

ど
、新
し
い
物
好
き
な一面
も
あ
っ
た
。

　
１
９
１
９（
大
正
８
）年
に
結
婚
し
た
亀
内

は
、甲
府
市
穴
切
町（
現・甲
府
市
宝
）に
転

居
。糸
繭
商
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
亀
内
は

江
戸
時
代
の
甲
州
の
飛
脚
制
度
に
興
味
を

抱
き
、甲
府
市
百
石
町（
現
・
甲
府
市
丸
の

内
）に
あ
っ
た
山
梨
県
志
編
纂
会
を
訪
ね
た
。

県
志
編
纂
会
は
、甲
州
財
閥
の
中
心
的
存
在

だ
っ
た
若
尾
謹
之
助
が
１
９
１
５（
大
正
４
）

年
に
発
足
さ
せ
た
も
の
で
、文
化
年
間
に
編

纂
さ
れ
た「
甲
斐
国
志
」以
降
の
甲
斐
国
の

歴
史
を
記
録
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
。亀
内
は
そ
こ
で
郷
土
歴
史
家
・土
屋
夏

堂
か
ら
、山
梨
に
は
郷
土
史
研
究
の
資
料
を

収
集
す
る
人
も
保
存
す
る
場
も
な
い
た
め

旧
家
の
蔵
な
ど
か
ら
出
て
き
て
も
、散
逸・破

損
し
て
し
ま
う
と
聞
い
た
。古
文
書
な
ど
の

資
料
保
存
の
重
要
性
を
認
識
し
た
亀
内
は

自
ら
収
集
を
決
意
。幸
運
に
も
、３
日
後
に

は
、市
内
の
山
梨
醤
油
会
社
の
倉
庫
で
醤
油

の
た
る
に
貼
る
た
め
の
紙
の
束
か
ら
、峡
中
新

聞（
山
梨
日
日
新
聞
の
前
身
）を
含
む
20
種

類
以
上
の
明
治
初
年
の
新
聞
を
発
見
し
譲

り
受
け
た
。ま
た
、そ
の
翌
日
に
は
、土
屋
氏

と
訪
ね
た
家
で
、く
ず
物
屋
に
出
す
麻
袋
の

中
か
ら
甲
州
生
糸
や
飛
脚
に
関
す
る
資
料

を
発
見
し
た
。

　
貴
重
な
資
料
が
い
と
も
簡
単
に
廃
棄
さ

れ
る
現
実
に
直
面
し
た
亀
内
は
、く
ず
物
問

屋
回
り
を
し
た
り
、入
手
で
き
な
い
資
料
は

借
り
て
来
て
写
し
取
っ
た
り
と
、使
命
感
を

持
っ
て
資
料
収
集
に
の
め
り
込
ん
だ
。ま
た
、

集
め
た
資
料
の
整
理
や
分
類
に
も
精
力
的
に

取
り
組
ん
だ
。

　
１
９
２
２（
大
正
11
）年
、生
糸
価
格
の
暴

落
を
機
に一
家
で
荏
原
郡
大
崎
町（
現・品
川

区
大
崎
）に
転
居
し
た
亀
内
は
、布
団
業
を

開
業
し
た
後
も
、資
料
の
収
集
と
整
理
・
分

類
に
励
ん
だ
。

　
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
、亀
内
の
手
元
に
甲

州
に
関
わ
る
資
料
が
相
当
量
集
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、自
ら「
甲
州
文
庫
」と
命
名
し
た
。１
９
４
１

（
昭
和
16
）年
に
は
、そ
れ
ま
で
集
め
た
資
料
を

整
理・分
類
し
た「
甲
州
文
庫
図
書
目
録
」を

刊
行
。太
平
洋
戦
争
の
戦
況
が
悪
化
す
る
と
、

当
時
住
ん
で
い
た
東
京
市
下
谷
区
上
野
桜
木

町（
現・台
東
区
上
野
桜
木
）よ
り
山
梨
の
生

家
へ
と「
甲
州
文
庫
」を
疎
開
さ
せ
た
。

　
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
7
月
6
日
の
甲
府

大
空
襲
で
多
く
の
生
命・財
産
と
共
に
、貴
重

な
歴
史
民
俗
資
料
が
焼
失
し
た
が
、「
甲
州

文
庫
」は
戦
火
を
免
れ
、同
年
11
月
に
功
刀

家
に
戻
さ
れ
た
。

　
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
10
月
、甲
府
市
の

松
林
軒
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た「
甲
府
市
制
60

周
年
記
念
郷
土
史
展
」に「
甲
州
文
庫
」の

一
部
が
出
品
さ
れ
る
と
大
評
判
と
な
り
、山

梨
県
の
文
化
向
上
の
た
め
に
県
内
で
保
存
す

べ
き
と
の
誘
致
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
。亀

内
は
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、「
甲
州
文
庫
」

の
譲
渡
を
決
意
。１
９
５
１（
昭
和
26
）年
10

月
９
日
、２
万
２
千
点
を
超
え
る
資
料
が
当

時
の
山
梨
県
立
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
。

　
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
、亀
内
は
68
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
が
、「
甲
州
文
庫
」は
現
在

も
第
一
級
の
郷
土
研
究
資
料
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
、県
立
博
物
館
に
大
切
に
保
管
さ

れ
、活
用
さ
れ
て
い
る
。

上野桜木町の自宅書棚に掛けられていた「甲州文庫」扁額
（山梨県立博物館蔵）

当時の山梨県立図書館で
甲州文庫特別展示会が開催された

第3回展示「近代山梨を築いた人々」
期　　間 ： ～9月末日

さ
ん

き 

な
い

し
ょ
う
ゆ

（山梨県立博物館蔵）



　1819

功
刀
亀
内
1889
1957

郷
土
資
料「
甲
州
文
庫
」の
収
集
に
尽
力

山梨近代人物館
山梨県庁舎別館2階（甲府市丸の内1-6-1）

ふれあい

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

名
誉
教
授
　齋
藤
康
彦

未
来
を
切
り
拓
い
た
郷
土
の
誇
り

やまなしの
偉人たち

24
ひ 

ら

オ
ー
ト
バ
イ
を
乗
り
回
す

ハ
イ
カ
ラ
な
若
者

後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

「
甲
州
文
庫
」誕
生

戦
火
を
免
れ
た
貴
重
な

郷
土
資
料
群
を
山
梨
県
へ
譲
渡

開館時間 ： 午前9時～午後5時
休 館 日 ： 第2･4火曜日/12月29日～1月3日
入 館 料 ： 無料
TEL 055-231-0988  FAX 055-231-0991

30
余
年
に
わ
た
り
、古
文
書
類
を
は
じ
め

歴
史
・
民
俗
・
美
術
な
ど
甲
州
に
ま
つ
わ
る
資
料
を

幅
広
く
収
集
、整
理
、分
類
し
た
功
刀
亀
内
。

２
万
点
を
超
え
る
資
料
を
自
ら「
甲
州
文
庫
」と
命
名
し

戦
災
で
多
く
の
資
料
を
失
っ
た
郷
里
山
梨
へ
譲
渡
し
た
。

山
梨
県
志
編
纂
会
と
の
出
会
い
か
ら

郷
土
資
料
の
重
要
性
を
知
る

　
功
刀
亀
内
は
、１
８
８
９（
明
治
22
）年
、中

巨
摩
郡
豊
村
上
今
井（
現・南
ア
ル
プ
ス
市
上

今
井
）で
蚕
糸
業
を
営
む
、功
刀
家
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。亀
内
は
、豊
村
高
等
小
学
校

を
卒
業
す
る
と
家
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り

信
州
への
買
い
付
け
に
は
、当
時
、日
本
で
は
ま

だ
珍
し
か
っ
た
オ
ー
ト
バ
イ
を
乗
り
回
す
な

ど
、新
し
い
物
好
き
な一面
も
あ
っ
た
。

　
１
９
１
９（
大
正
８
）年
に
結
婚
し
た
亀
内

は
、甲
府
市
穴
切
町（
現・甲
府
市
宝
）に
転

居
。糸
繭
商
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
亀
内
は

江
戸
時
代
の
甲
州
の
飛
脚
制
度
に
興
味
を

抱
き
、甲
府
市
百
石
町（
現
・
甲
府
市
丸
の

内
）に
あ
っ
た
山
梨
県
志
編
纂
会
を
訪
ね
た
。

県
志
編
纂
会
は
、甲
州
財
閥
の
中
心
的
存
在

だ
っ
た
若
尾
謹
之
助
が
１
９
１
５（
大
正
４
）

年
に
発
足
さ
せ
た
も
の
で
、文
化
年
間
に
編

纂
さ
れ
た「
甲
斐
国
志
」以
降
の
甲
斐
国
の

歴
史
を
記
録
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
。亀
内
は
そ
こ
で
郷
土
歴
史
家
・土
屋
夏

堂
か
ら
、山
梨
に
は
郷
土
史
研
究
の
資
料
を

収
集
す
る
人
も
保
存
す
る
場
も
な
い
た
め

旧
家
の
蔵
な
ど
か
ら
出
て
き
て
も
、散
逸・破

損
し
て
し
ま
う
と
聞
い
た
。古
文
書
な
ど
の

資
料
保
存
の
重
要
性
を
認
識
し
た
亀
内
は

自
ら
収
集
を
決
意
。幸
運
に
も
、３
日
後
に

は
、市
内
の
山
梨
醤
油
会
社
の
倉
庫
で
醤
油

の
た
る
に
貼
る
た
め
の
紙
の
束
か
ら
、峡
中
新

聞（
山
梨
日
日
新
聞
の
前
身
）を
含
む
20
種

類
以
上
の
明
治
初
年
の
新
聞
を
発
見
し
譲

り
受
け
た
。ま
た
、そ
の
翌
日
に
は
、土
屋
氏

と
訪
ね
た
家
で
、く
ず
物
屋
に
出
す
麻
袋
の

中
か
ら
甲
州
生
糸
や
飛
脚
に
関
す
る
資
料

を
発
見
し
た
。

　
貴
重
な
資
料
が
い
と
も
簡
単
に
廃
棄
さ

れ
る
現
実
に
直
面
し
た
亀
内
は
、く
ず
物
問

屋
回
り
を
し
た
り
、入
手
で
き
な
い
資
料
は

借
り
て
来
て
写
し
取
っ
た
り
と
、使
命
感
を

持
っ
て
資
料
収
集
に
の
め
り
込
ん
だ
。ま
た
、

集
め
た
資
料
の
整
理
や
分
類
に
も
精
力
的
に

取
り
組
ん
だ
。

　
１
９
２
２（
大
正
11
）年
、生
糸
価
格
の
暴

落
を
機
に一
家
で
荏
原
郡
大
崎
町（
現・品
川

区
大
崎
）に
転
居
し
た
亀
内
は
、布
団
業
を

開
業
し
た
後
も
、資
料
の
収
集
と
整
理
・
分

類
に
励
ん
だ
。

　
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
、亀
内
の
手
元
に
甲

州
に
関
わ
る
資
料
が
相
当
量
集
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、自
ら「
甲
州
文
庫
」と
命
名
し
た
。１
９
４
１

（
昭
和
16
）年
に
は
、そ
れ
ま
で
集
め
た
資
料
を

整
理・分
類
し
た「
甲
州
文
庫
図
書
目
録
」を

刊
行
。太
平
洋
戦
争
の
戦
況
が
悪
化
す
る
と
、

当
時
住
ん
で
い
た
東
京
市
下
谷
区
上
野
桜
木

町（
現・台
東
区
上
野
桜
木
）よ
り
山
梨
の
生

家
へ
と「
甲
州
文
庫
」を
疎
開
さ
せ
た
。

　
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
7
月
6
日
の
甲
府

大
空
襲
で
多
く
の
生
命・財
産
と
共
に
、貴
重

な
歴
史
民
俗
資
料
が
焼
失
し
た
が
、「
甲
州

文
庫
」は
戦
火
を
免
れ
、同
年
11
月
に
功
刀

家
に
戻
さ
れ
た
。

　
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
10
月
、甲
府
市
の

松
林
軒
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た「
甲
府
市
制
60

周
年
記
念
郷
土
史
展
」に「
甲
州
文
庫
」の

一
部
が
出
品
さ
れ
る
と
大
評
判
と
な
り
、山

梨
県
の
文
化
向
上
の
た
め
に
県
内
で
保
存
す

べ
き
と
の
誘
致
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
。亀

内
は
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、「
甲
州
文
庫
」

の
譲
渡
を
決
意
。１
９
５
１（
昭
和
26
）年
10

月
９
日
、２
万
２
千
点
を
超
え
る
資
料
が
当

時
の
山
梨
県
立
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
。

　
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
、亀
内
は
68
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
が
、「
甲
州
文
庫
」は
現
在

も
第
一
級
の
郷
土
研
究
資
料
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
、県
立
博
物
館
に
大
切
に
保
管
さ

れ
、活
用
さ
れ
て
い
る
。

上野桜木町の自宅書棚に掛けられていた「甲州文庫」扁額
（山梨県立博物館蔵）

当時の山梨県立図書館で
甲州文庫特別展示会が開催された

第3回展示「近代山梨を築いた人々」
期　　間 ： ～9月末日

さ
ん

き 
な
い

し
ょ
う
ゆ

（山梨県立博物館蔵）



「i広報紙」のアプリを
ダウンロード（無料）すると
スマートフォンで「ふれあい」
が読めます。

が読める無料アプリ

検索i 広報紙

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
や
ま
な
し
」と
愛
称

が
付
い
た
県
庁
敷
地
を
、こ
の
４
月
か

ら
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。敷
地
内
に
は
新
た

に
噴
水
広
場
を
設
け
、１
〜
3
月
の
冬
季
を

除
き
、平
日
は
お
お
む
ね
日
没
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
、休
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
、噴
水
を
稼
働
。夜
に
は
、色
と
り
ど

り
の
光
に
映
え
水
し
ぶ
き
を
上
げ
る
噴
水
の

演
出
と
合
わ
せ
、山
梨
近
代
人
物
館
が
入
っ

て
い
る
県
庁
別
館
や
、県
議
会
議
事
堂
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
議
会
議
事
堂
南
側
に
は
、「
か
え

で
の
庭
」、「
白
鳳
の
庭
」を
整
備
。新
緑
や
紅

葉
な
ど
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
県
で
は
、県
庁
敷
地
を
一
般
開
放
し
た
こ
と

で
、甲
府
市
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、歴
史
と
文
化
の
感
じ

ら
れ
る
オ
ー
プ
ン
な
空
間
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

2021

やまなし県政
山
梨
の〝
今
〞を
お
届
け
す
る
情
報
ペ
ー
ジ

NEWSyn

ふれあい

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

問1：今号の中で最も関心を持った内容は？
問2：あなたがお薦めする富士山ビュースポットは？
　　※頂いたご意見の一部は、秋号で紹介させていただきます。

アンケートの回答と、次の①～⑤をご記入の上、はがき、電子
メール、ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号　②住所　③氏名　④年齢・性別　⑤電話番号

　　　　　　山梨県広聴広報課「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内１-６-１
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
　　　　 （件名に「ふれあいプレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525

　　　　　　7月31日（日）（当日消印有効）
商品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。
個人情報は、商品の発送のみに使用します。

ふれあいアンケート＆読者プレゼント

抽選で5名の方に！

今回のプレゼント

検 索美味しい甲斐

アンケート

応募方法

応募先

締め切り

クニマスの歴史など紹介した年表パネルを熱心
に見入る後藤知事（左）

キッズスペースも設置しているので、子ども連れの方も安心して
相談できる

結果発表！ 「ダイナミックやまなし総合計画」
県民が関心あるプロジェクトは？

「
オ に

ぎ
わ
い
の
創
出
、癒
や
し
の
空
間

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
や
ま
な
し
」

士
河
口
湖
町
の
西
湖
で
約
70
年
ぶ
り

に
発
見
さ
れ
た
、淡
水
魚
ク
ニ
マ
ス
を

紹
介
す
る
展
示
施
設「
―
奇
跡
の
魚
― 

ク
ニマ

ス
展
示
館
」が
、西
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、水
槽
で
泳
ぐ
ク
ニマ
ス
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、秋
田
県
・田
沢

湖
で
の
絶
滅
か
ら
西
湖
で
の
発
見
に
至
る
ま

で
の
経
緯
な
ど
を
、年
表
パ
ネ
ル
や
ク
ニマ
ス
シ

ア
タ
ー
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、ク
ニ

マ
ス
が
発
見
さ
れ
た
西
湖
周
辺
の
地
域
を
ジ

オ
ラ
マ
に
よ
り
再
現
し
て
い
る
の
で
、地
勢
に
つ

い
て
も
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

富 奇
跡
の
魚 

ク
ニ
マ
ス
の

さ
ま
ざ
ま
な
不
思
議
が
学
べ
る

で
は
、山
梨
労
働
局
と
連
携
し
、ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
機
能
を
併
設
し
た
就
労
支

援
拠
点
施
設「
や
ま
な
し
・
し
ご
と・プ
ラ
ザ 

サ
テ
ラ
イ
ト
」を
富
士
急
行
線
富
士
山
駅
の

駅
ビ
ル「
Q‐S
T
A（
キ
ュ
ー
ス
タ
）」３
階
に

設
置
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、お
お
む
ね
39
歳

ま
で
の
就
職
希
望
者
や
、子
育
て
中
の
母
親

な
ど
を
対
象
に
、就
職
や
子
育
て
に
関
す
る

相
談
か
ら
職
業
紹
介
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
富
士・東
部
地
域
に
は
、こ
れ
ま
で
育
児
中

の
母
親
の
就
労
を
支
援
す
る
機
能
が
な
か
っ
た

た
め
、多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

県 仕
事
探
し
を
手
助
け
！「
や
ま
な
し・

し
ご
と・プ
ラ
ザ 

サ
テ
ラ
イ
ト
」

富士山
おやつBOX

「やまなし美味しい甲斐」の
ホームページで通販も
ご利用いただけます。

（ビオラの焼き菓子 
富士山の水ゼリー他

9個入り）

   健やか・快適環境創造プロジェクト
　シニア世代の労働力を活用できるような助成を期待（甲府市･40代男性）

   まなび・子育て環境創造プロジェクト
　子どもを持つ親として、力を入れてほしいプロジェクト（甲府市・30代女性）

　21世紀を担う人材の育成は大切（都留市・60代男性）

   地域産業元気創造プロジェクト
　果樹王国を全国にアピールしてほしい（南アルプス市・70代女性）

　特定の地域だけが活性化するのではなく、県全体が元気に活性化する

　ことが大切（甲州市・30代女性）

春号のアンケートに寄せられたご意見の一部を紹介します。

う
お

❶スマートフォンまたはタブレットに
「Layar」のARアプリをダウンロード（無
料）❷アプリを起動❸
噴水の写真にかざした
後、画面をタップすると
動画が再生されます。

日中とは違った魅力が感じられる
噴水広場とライトアップした別館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Layar（レイヤー）

動画で
見てみよう

かえでの庭
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イベント情報
県
立
施
設
の
最
新
情
報
を
お
届
け

EVENTye
県立4館（美術館・文学館・博物館・考古博物館）は、小・中学生、高校生などの観覧料が無料です。

賢治　嘉内宛葉書（1917年9月2日消印）
岩手の種山ヶ原を描いている。（個人蔵 当館寄託）

解体新書（国立科学博物館蔵） ３Ｄプリンタ臓器模型

エレキテル
（国立科学博物館蔵）

佐野智子《自画像》　1980年代　
油彩・麻布（韮崎大村美術館蔵）

松田百合子《In her shoes》　2009年　
陶（個人蔵）

同人誌｢アザリア」の仲間と（1917年）
後列左より嘉内、賢治（写真提供 個人）　

特別展  
美し、やまなし、パワー！ 山梨の女性アーティストたち

県立美術館 甲府市貢川1-4-27
TEL 055-228-3322　FAX 055-228-3324

開催期間／～8月21日（日）
観覧料／一般 1,000円　大学生 500円
※各種割引などあり。詳しくはお問い合わせください。

甲府市貢川1-5-35
TEL 055-235-8080　FAX 055-226-9032県立文学館

県立博物館 笛吹市御坂町成田1501-1
TEL 055-261-2631　FAX 055-261-2632

　明治時代の南画家・野口小蘋や、大正時代に女性
初の二科会会友となった埴原久和代、戦後に県内の
女性画家たちをけん引した佐野智子、『エースをねら
え!』の漫画家・山本鈴美香など、本県ゆかりの約30人
の女性アーティストたちに焦点を当てます。油彩、日本
画、版画、インスタレーション、漫画など約80点の多彩
な作品を紹介します。

開催期間／7月16日（土）～9月5日（月）
観覧料／一般 1,000円　大学生 500円
※各種割引などあり。詳しくはお問い合わせください。

企画展  医は仁術

特設展  
宮沢賢治 保阪嘉内への手紙 

開催期間／7月9日(土)～8月28日（日）
観覧料／一般320円　大学生210円
※各種割引などあり。詳しくはお問い合わせください。

　詩や童話に独自の世界を切り開いた宮沢賢治。無二
の親友・保阪嘉内に宛てた73通の手紙が、昨年当館に
寄託されました。手紙には、親友として嘉内に心を寄せ
共に理想を追い求めようとした賢治の心情が表されてい
ます。本展では、賢治自筆の手紙全73通を公開し、2人
の交友と青春の軌跡をたどります。

　現在、世界最先端といわれている日本の医学・医
療。その原点は江戸時代にありました。オランダ由来の
蘭方医術に刺激された医師たちが、人 を々救うため、人
体の構造の解明に取り組んだのが江戸時代18世紀後
半のことでした。
　本展では当時の貴重な資料を多数紹介し、中国由
来の漢方と西洋由来の蘭方とが、「医は仁術」の理念
が実践されていた日本において、いかに融合し、人々を
救ってきたのかを紹介します。

ふれあい

開催期間／～10月10日（月・祝）
観覧料／無料

ジュエリーミュージアム 甲府市丸の内1-6-1 山梨県防災新館1階やまなしプラザ内
TEL 055-223-1570　FAX 055-223-1572

企画展
進化する「宝石のまち」
　本展では、山梨の宝石研磨職人たち
が新たな感性によって生み出したジュエ
リーを紹介します。またジュエリーミュージ
アム所蔵作品より“甲州水晶貴石細工”
の名工によるジュエリーも併せて展示。
　地場産業の発信地としてさらに進化し
ていく「宝石のまち」の姿をご覧ください。

「source」 詫間康二　
（詫間宝石彫刻）

「待宵」 デザイン：米山美香
制作：河野道一（河野水晶美術）
　　 ジュエリーアートクレアール

「甲州貴石切子」
清水幸雄　
（㈱シミズ貴石）
深澤陽一　
（ジュエリークラフト
フカサワ）

か　ない

県立科学館 甲府市愛宕町358-1
TEL 055-254-8151  
FAX 055-240-0168

夏期特別企画展
サイエンス・クエスト クリスタル城の秘密
～めざせ！鉱物ハンター～
　水晶をはじめとする「鉱物」に
スポットを当て、鉱物の成り立ち
や鉱物を生かす技術などを分か
りやすく紹介します。さらに、新感
覚の映像アトラクションと科学ク
イズに挑戦しながら学べる体験
型展示も行います。山梨や鉱物
の魅力をぜひ体感してください。

開催日時／7月16日（土）～8月28日（日）
観覧料／入館料のみでご覧になれます。

サイエンス・クエスト

開催日時／7月10日（日）、8月14日（日）、9月18日（日）
開催時間／①午前10時30分～　②午後2時～
参加料／無料

　幼児から小学校低学年
の子どもたちに、絵本を通し
て自然に親しんでもらうこと
を目的として実施します。ま
た、「おはなしかい」の30分
前には、「おりがみ教室」も
開催します。

もりのおはなしかい
～えほんのよみきかせ～

富士山科学研究所 富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-1
TEL 0555-72-6203　
FAX 0555-72-6183

南巨摩郡富士川町最勝寺2290-1
TEL 0556-22-8111  
FAX 0556-22-8074

森林総合研究所

 森の教室
小枝で遊ぼう“壁掛け”

開催期間／～11月30日（水）
※材料がなくなり次第終了
※他のイベント開催時および団体貸切時は不可
※小学３年生以下は保護者同伴
材料費／150円　

　県産材のヒノキの板にい
ろいろな木の実やどんぐりを
貼り付けて、オリジナルの壁
掛けを作ります。アイデア次
第でフォトフレームやドアプ
レートにもなります。製作時
間は１時間程度です。

壺形埴輪　山梨県指定文化財
甲斐銚子塚古墳出土
（山梨県立考古博物館蔵）

甲府市下曽根町923
TEL 055-266-3881　
FAX 055-266-3882

夏季企画展  
山梨のはにわ

開催期間／7月16日（土）～８月２８日（日）
観覧料／無料

　県内古墳から出土した埴
輪にスポットを当て、古代の
魅力を紹介します。夏休み
期間中の開催に合わせて
子どもたちの素朴な「なぜ？」
にも答えながら、埴輪からみ
た山梨の古墳時代につい
て考えます。

県立考古博物館

は

にわ
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甲州地鶏と
野菜のトマト煮
　うま味が凝縮している甲州地鶏と旬
の野菜をトマトソースで煮込みました。
カリカリに焼いた鶏皮の食感も楽しめ
る食欲をそそる一皿です。

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。
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Layar
（レイヤー）

やまなしの

【作り方】

【材料】（2人分）
甲州地鶏 もも肉
セロリ
新タマネギ
クレソン
トマトソース
青唐辛子
塩・こしょう
ローズマリー
ガーリックパウダー、バジル、オレガノ
オリーブオイル
トレビス（レタスでも可）
赤ラディッシュの新芽、プチヴェール

250ｇ
1/2本
100ｇ
適量
200ｇ
1本
少々
1本
少々
適量
2枚
適量

動画で
見てみよう
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　芦
澤
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ズッキーニやパプリカ、ナス
などの野菜を使ってもおい
しいです。

ワンポイント
アドバイス

※1 国の基準では男性8.0ｇ/日、女性7.0ｇ/日未満が目標量です

1人当たりの食塩相当量1.5ｇ※1

①セロリは小口切り、新タマネギはザク切り、クレソンはみじん切りにする。
②甲州地鶏を身と皮に分け、皮はとっておく。身の方は、余分な脂身
　を取り除き筋切りをして、塩・こしょうを振り、一口大に切る。
③②の身は、油をひかずフライパンで両面に焼き色が付くまで中火
　で焼く。
④トマトソースにガーリックパウダーとバジル、オレガノを加えて混ぜ合
　わせておく。
⑤オリーブオイルを入れたフライパンで、切っておいたセロリ、新タマネ
　ギ、クレソンを中火で炒める。新タマネギが透き通ってきたら、③を入
　れ、そこに④を入れる。さらに青唐辛子とローズマリーを加え、ふたを
　して弱火で20分煮込む。
⑥鶏皮は、表側からパリッとなるまで強火で焼き、キッチンペーパーの
　上で脂をとり、食べやすい大きさに切っておく。
⑦皿にトレビスを敷き、⑤を盛り付け、赤ラディッシュの新芽、プチヴェール
　⑥をのせて出来上がり。


